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            平成平成平成平成２２２２４４４４年度年度年度年度    第第第第２２２２回回回回臨時臨時臨時臨時評議員会議事録評議員会議事録評議員会議事録評議員会議事録 
 

              公益財団法人 神奈川県スキー連盟 
 

１．日     時： 平成２４年６月２日（土）１１：０５～１２：０５ 

２．場     所： 神奈川県社会福祉会館 ４階第３・４研修室（横浜市神奈川区沢渡４－２） 

３．評議員出席状況： 評議員現在数：  ５０名 

           出席評議員数：  ３５名 

           欠席評議員数：  １５名             （出欠表添付） 

４．出 席 理 事： （会  長） 河野 太郎、 

 （副 会 長） 佐藤 嘉彦、山田 力、片 忠夫 

           （専務理事） 上田 英之 

 （常務理事） 木村 徳善、岡田 良平、森本 珠水、吉岡 去私 

           （理   事） 金子 理人、青木 文明、本田 衛義、国島みどり、 

高柴 一彦、佐々木生道、藤田 浩介、佐藤 博一、 

小池  光、中村 浩人、伊藤 敏光、和田 幸一、 

酒井祐一郎、吉野 大成 

欠席理事： （理  事） 橋本 秀直 

５．出 席 監 事  （監  事） 井上 敏郎、内海 雄三 

６．出席顧問・参与  （顧  問） 鈴木 忠昭 （参与）小島 佑嘉  

７．議 長 選 出  松浦 哲也評議員（小田原スキー協会）を指名 

８．議事録署名人選出 奥山 覚評議員（横浜スキー協会）､二階堂 潤評議員（平塚スキー協会）

を選出 

９．書     記  青木 文明理事、宮崎 弘一広報委員を指名 

10．配 付 資 料 

① 平成２４年度臨時評議員会資料（事前配付） 

② 平成２４年度～２５年度役員体制資料（当日配付） 

11．議       事 

 １）報告事項  

（１）役付き理事の選任について  

上田英之専務理事より、平成24年度第1回理事会において役付き理事の選任が行われた旨、

報告があった。役付き理事は別紙の「平成24年度～25年度役員体制」を参照。 

以下のとおり報告があった。 

会   長 ： 河野 太郎（代表理事）、 

副 会 長 ： 佐藤 嘉彦、片 忠夫、山田 力、 

専 務 理 事 ： 上田 英之（業務執行理事） 

総括常務理事： 木村 徳善（業務執行理事） 

常 務 理 事 ： 岡田 良平、森本 珠水、吉岡 去私（業務執行理事） 

 

（２）平成24年度 次期役員体制について 

上田 英之専務理事より、理事会で承認済みの別紙「平成24年度～25年度役員体制」の

中で、今年度は副本部長制をひくこと、総括常務理事と総務本部長の兼務制をひくことにつ

いての報告があった。その後、以下のとおり役員体制が報告された。 

総務本部長：木村 徳善 

理    事：金子 理人（事務局長）、国島みどり、高柴 一彦、橋本 秀直、 

青木 文明、本田 衛儀、 

教育本部長：岡田 良平 教育副本部長：森本 珠水 



 2

理    事：佐々木生道、小池 光、中村 浩人、藤田 浩介、佐藤 博一 

競技本部長：吉岡 去私 

理    事：伊藤 敏光、吉野 大成、酒井祐一郎、和田 幸一 

 

（３）平成24年度 執行方針・事業計画・予算について 

①平成24年度 執行方針について 

上田 英之専務理事より、平成２４年度執行方針（基本方針）について、評議員会資料

４ページのとおり報告があった。 

② 平成24年度 総務本部執行方針について 

木村 徳善総務本部長より、平成２4年度総務本部執行方針について、評議員会資料５ペ

ージのとおり報告があった。 

③ 平成24年度 教育本部執行方針及び教育本部事業計画について 

岡田 良平教育本部長より、平成２4年度 教育本部執行方針及び教育本部事業計画につい

て、評議員会資料6ページから9ページまでの報告があった。報告の中で6ページ上部から

4行目の「研修会を修了していない指導者は、平成24年度又は平成24年度に指導者研修会

を…」の下線部を平成25年度に訂正するよう伝えられた。 

④ 平成24年度 競技本部執行方針及び競技本部事業計画について 

吉岡 去私競技本部長より、平成２4年度 競技本部執行方針及び競技本部事業計画につい

て、評議員会資料10ページから11ページまでの報告があった。 

⑤ 平成24年度 予算について 

金子 理人総務理事より、平成２４年度予算について、評議員会資料１１ページから２０

ページまでの報告があった。 

 

（４）質疑応答 

①米田裕信評議員（横浜）から、ⅰ新役員体制について総務本部には事務局があるが、教育

本部にはなく、問い合わせをしてもなかなか連絡がとれない。改善できないか検討してほ

しいとの要望があり、 

上田専務理事より、ⅰ基本的な問い合わせは全体の事務局にお願いしたい。財政上、常

勤の事務局員を雇用するのは厳しいため、理事職の方に事務局長を兼ねていただいており、

基本的なご質問等は事務局及び事務局長（員）にしていただければと思います。詳細につ

いては、本部長、副本部長にご確認いただければと思いますが、ご要望含め、検討したい

と思いますと回答があった。 

②榎本勝雄評議員（茅ヶ崎）から、ⅰさきほど河野会長の挨拶にあったように、役員の皆さ

んは手弁当とボランティアで働いているわけですから、理事、役員の皆さんが楽しく運営

できるようにお願いしたいとの意見があった。 

 ③市川房雄評議員（小田原）から、ⅰ財政について質問させていただきます。平成24年度執 

行方針4ページの、2の財政の健全化の３）に「事業への効率的な役員配置やアウトソーシ

ングの推進により支出削減に努めます」とありますが、予算に反映されていればその説明

を、反映されていなければ、具体的にどのようなことをお考えなのか、説明をお願いした

いとの質問があった。 

  上田専務理事より、ⅰ財政が厳しいなか、競技本部では、チャレンジカップ等でアウト

ソーシングを行い、役員を削減し、現地役員を多く使うなどしている。市町村対抗でも支

出は増加しているが、自前の運営になって大会役員の応援を出していただける協会が少な

くなってきた中で、不足する旗門審判員等に経費は増える傾向にあり、その辺をやりくり

しているところであり、いろいろ知恵をお借りしながら、工夫をしていきたいと思ってお

ります。多くの人が集まる行事では、執行責任者や総括責任者等を複数配置しますが、そ

うでない場合は厳選して効率よく運営するよう考えておりますとの回答があった。 

④ 奥山覚評議員（横浜）から、ⅰ交通事情のよいところ（新幹線が利用できる軽井沢、湯沢

など）で研修会を来年度希望したいので、スケジュールの見直し等をお願いしたいこと、

ⅱ山田SAJ常務理事のお話にあったように、ジュニアの育成について底辺の拡大をしてい
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くにあたり、各協会と県連のジュニア担当の方との連絡を十分にとっていただき、参加者

が増えるよう日程調整等をお願いしたいとの２つの要望があり、 

岡田教育本部長から、ⅰ検討させていただくとの回答があり、また、吉岡競技本部長か

ら、ⅱ加盟団体の担当者と連絡を十分とって進めていきたいとの回答があった。 

⑤渡辺一敏評議員（平塚市）から、ⅰ予算について、１５ページの一般会計の支出で、上か

ら５行目の指導員研修会支出が昨年度より８３７，０００円の増額となっている理由は何

かとの質問があり、 

木村総務本部長より、ⅰ昨年度の実績ベースを参考にしながら、来年度増えると思われ

る資格復活者の参加を見込んでおり、それを増額分としているとの回答があった。 

⑥川岸保貴評議員（愛川町）から、ⅰ役員選考を行っておりましたが、本日の発表に至る経

緯でドロドロしたものを感じました。立候補者並びに役選委員の質の問題があり、非常に

疑問を感じました。特に役選委員長と副委員長、ブロック制をひき、持ち回りで行ってい

ますが、このようなことでよいのか、疑問に感じました。また、選考委員会の中で立候補

者に対する個人攻撃、誹謗中傷が行われ、それが本当かどうか確認できないまま、採決に

なっています。これもまた問題であり、さらに事前運動紛いの行動が見られたこと。この

ようなことも慎んでもらいたいですとの意見・要望があり、 

これに対し、松浦哲夫議長からも、各協会から選出された選考委員選考委員選考委員選考委員のののの質質質質も問われている

と思います。また、この評議員会を含めて、全員の問題となるかと思いますので各協会に

持ち帰り、考えていただきたいと思いますとの発言があった。 

⑦草彅純也評議員（横須賀→三浦）から、ⅰなぜ木村さんが本部長兼務なのか、なぜ森本さ

んが副本部長なのか、選考委員の質の問題もありますが、人事の問題は非常に大事なこと

ではないかと思います。外部の方がこの体制の表をみれば、大変なのが分かると思います。

今回はこの体制でいかなければならないこともよくわかりますのでがんばっていただきた

いと思います。今後、新しい時代にはもう少し良い体制であることを希望しますとの意見

（感想）があった。 

これに対し、松浦哲也議長から、これらの意見等を考慮し、執行部もしっかりやってほ

しいとの発言があった。 

 

（５）その他 

米田裕信評議員（横浜）から、ブロック技術員の推薦について各協会にきたので、各ク

ラブに出したところ、20数名の推薦があったので、それをすべて県連に推薦しました。と

ころが、数日前に県連から人数が多いので削ってほしいとの連絡がありました。それに加

えて、あるクラブのブロック技術員に聞いたところ、既に役職が決まっているような話を

受けました。前年度の委員がどのような役職は知りませんが、役職が決まっていて本日、

拡大理事会でそのような話があるらしいと、このような話だと推薦の意味がなくなってし

まいます。この点について説明をお願いしますとの発言があり、 

上田専務理事から、専門員の募集をかけるときに全日本の規約に50名に１名の割合で算

出した人数とありますので、登録している指導員の数を把握して事前に枠をお示ししたな

かで選んでいただくことだと思いますので、今後は検討したいと思います。事前にとの話

は初めて聞きますので、組織上、認定されて、その立場になってから物事を決めるという

ことは当然のことですからそのようなことはないと思っておりますとの回答があった。 

 

 

   

以上を以って、本日の議事を終了し、議長及び書記解任後、山田副会長より閉会を宣した。 
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  この議事録が正確であることを証明するため、議事録署名人、下記に署名する。 

 

        

平成２４年 ６月１４日 

 

      議    長  

             印 

 

 

                                      議事録署名人  

             印 

 

 

                                       議事録署名人   

             印 

 


